
シミズのZEB取り組み事例

高層建築物の取り組み：都市型・大規模オフィス
清水建設本社ビル（東京都中央区）

中層建築物の取り組み：地方中核都市型・中小規模オフィス
清水建設四国支店社屋（香川県高松市）

　　　 都市型の外装システム
■外皮性能による省エネ
開口部にLow-Eガラス、耐震パネル、太陽光発電パネル
を組み込んだハイブリット外装を採用。彫の深い形状に
よる庇効果と外断熱構造により、外壁の熱負荷を約50％削
減します。
■太陽光パネルを利用した発電技術
都市型超高層ビルの形態を生かし、外壁の窓面に太陽光
発電パネルを設置。外装計画と一体となった「省エネル
ギー」を実現しています。

　　　 快適な省エネルギーシステム
■S-ラジシステム※
省エネルギー性に優れ、不快な気流がなく温度のムラが

少ない点が特徴。廃熱利用が可能なデシカントによる湿
度調整と組み合わせることで、室内環境の快適性を向上さ
せます。
■昼光利用照明システム
LED照明器具によるタスク＆アンビエント方式を採用。

グラデーションブラインドの昼光導入効果に合わせて天
井照明を調光し、適切な明るさを確保しながら省エネを図
ります。
■都市廃熱の有効利用
地域冷暖房と本社の輻射空調システムとの連携により、

地域の還り冷水利用やデシカントへの廃熱利用を実施。
地域冷暖房の総合効率を向上させ、地域での低炭素化に貢
献しています。

　　　  「スマートBEMS」によるエネルギーの有効活用
■スマートBEMS
当社は、効率的なエネルギーの活用を目的に照明や空

調、電源設備などを統合制御する建物エネルギー管理シス
テム「スマートBEMS」を建設業界で唯一自社開発し、エネ
ルギーの最適制御へ向け、先駆的に取り組んでいきます。

オフィス

地域冷暖房施設からの冷水供給

デシカント空調機からの調湿空気

熱負荷の高い窓際に対応したフィン型の輻射パネル

個人の好みに合わせてスライドを開閉させて風量を調節

ハイブリッド型輻射パネル
輻射天井パネル

パーソナル床吹出口

室内は少し暗めの照明に設定

太陽高度の変化に合わせて
ブラインドの角度を制御

個人の机ごとに、的を絞って
明るい照明を設置
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アンビエント照明

グラデーションブラインド タスク照明

◦パーソナル環境制御
◦デマンドレスポンス制御
◦マイクログリッド制御
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本社のスマートBEMS

本資料に掲載されている技術や事例の内容は2016年10月時点のものです。最新情報は清水建設ホームページ「実績・技術ソリュー
ション」ページ、または清水建設・技術サイト「テクノアイ」をご覧ください。
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当社独自開発の外装システム、輻射空調システム、昼光利用照明システム、スマートBEMSなどを採用。都市部の
オフィスにおけるZEB実現を目指し、施設運用を続けています。

年間の晴天日数が全国1位という気候条件を生かし、その恵まれた自然エネルギー（光、風、土）を大いに活用す
ることで、四国で最高クラスの省エネ性能を備えています。

技術１

技術2

技術3

光・風・土、恵まれた自然エネルギーの活用
■光の利用
2～4階の建物中央に設けたエコボイド（外部吹抜）から

自然採光を行っています。
■風の利用
北からの卓越風（ある特定の期間に吹く、最も頻度が多

い風向の風）を自然通風として春や秋などの中間期に取り
入れ、空調換気エネルギーの削減に役立てています。また、
室内に「換気お知らせサイン」を設置し、中間期には窓の開
放を促すサインが光ります。
■土の利用
再生可能エネルギーである地中熱を複数の方式で取り

入れ、空調熱源として利用しています。

技術１

ZEB実現につながる新天井輻射空調システム
■S-ラジシステム※・ライトで空調エネルギー50%削減
当社本社ビルで採用している輻射空調を改良し、より汎

用性を持たせた新たな空調システム「S-ラジシステム・ラ
イト」を採用しました。
一般的なオフィスビルと比べて、空調エネルギーを50％

超削減しています。

技術2

当社独自の照明システムによるさらなる省エネ
■複数のシステムの組み合わせで照明エネルギー60%削減
LED照明はもちろん、自然光を室内の奥まで取り入れられ

るグラデーションブラインドを採用した他、タスク＆アンビエン
ト照明に人感センサーと照度センサーを組み入れることで、
照明エネルギーを60％超削減しています。

　これらの取り組みにより、一般的なオフィスビルに比べて、
建物全体のエネルギー消費量を55.2％削減し、ZEB Ready
（50％以上の省エネ）を実現します。さらに屋上に設置した太
陽光発電によって8%にあたる量を創り出すことで、合計
63.2％のエネルギー削減が可能となります。

技術3

ZEBの実現を目指すVol.11

※S-ラジシステムは清水建設株式会社の商標登録です。
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自然エネルギーを生かした「省エネルギー」
■高断熱と太陽熱集熱による暖房
厚さ300㎜の断熱材やLow-Eペアガラスによる外装の高

断熱化。太陽熱集熱システムにより温めた空気を床下に
蓄熱して、晴天日であれば暖房を用いずに過ごせる室内環
境を実現しました。
■自然通風による「森の冷房」
庇により日射を遮蔽し、ハイサイドウィンドウにより、

自然通風を確保。冷房設備に頼らず室内環境を快適な水
準に保ちます。
■自然採光を最大限活用した照明
トップライトとハイサイドライトを効果的に設けるこ

とで、晴れた日は照明をつけなくとも室内の明るさを確
保。併せて、タスク＆アンビエント照明の採用により省エ
ネルギー化を図ります。

技術１

自然エネルギーを生かした「創エネルギー」
■地域特性を生かした太陽光発電
日照率の高い地域特性を生かし、高効率太陽光発電パネ

ルの設置により、施設全体で年間に消費する電力量の60%
を補っています。
■地元資源を生かした木質バイオマス発電
地元製材所から出た端材などを使用した木質チップに

より発電を行い、その排熱により温水を供給し、給湯・暖
房。また、敷地内道路のロードヒーティングにも活用して
います。

エネルギーの最適制御による「省エネルギー」
■大容量リチウムイオン蓄電池を利用したマイクログリッド
電力インフラと連携した太陽光発電・木質バイオマス発

電とリチウムイオン蓄電池によりマイクログリッドを構
築。蓄電池を充放電させ買電電力をゼロに近づける制御
や、天気予報と運転データに基づく電力の予測制御によ
り、さらなる省エネルギーを実現します。

本資料に掲載されている技術や事例の内容は2016年10月時点のものです。最新情報は清水建設ホームページ「実績・技術ソリュー
ション」ページ、または清水建設・技術サイト「テクノアイ」をご覧ください。

低層建築物の取り組み：国内初のゼロ・エネルギー・ビル
生長の家“森の中のオフィス”（山梨県北杜市）

天井輻射空調システム「S-ラジシステム®」

シミズの輻射空調システムバリエーション
■S-ラジシステム※・ライト
•天井内部の冷却装置（チルド
ビーム）で生成した冷気の自然
対流を利用して天井面を冷却
し、かつ天井面の有孔金属パ
ネルから室内にしみ出す冷気
も併用。
•システムを汎用の天井部材
と冷却装置で構成すること
により、ローコスト化。

■S-ラジシステム※
•冷水管を敷設した専用の天井輻射パネルにより
直接天井を冷却する輻射空調。

•大空間オフィスでも最適な均一温熱環境に保つ
ことが可能。

天井輻射パネル チルドビーム

アルミパンチングパネル

アルミ三層管

システム概要図

C C

天井内冷却装置
（チルドビーム）

自然対流により
天井パネルを冷却

有孔天井パネルからの
冷気のしみ出しと輻射効果

システム概要図

天井輻射パネル
冷水配管で直接天井パネルを冷却
天井パネルからの輻射効果

バイオマス発電
175kW

太陽光発電
470kW

照 明EV充電器 空 調 衛 生 防 災コンセント

シミズマイクログリッドリチウムイオン蓄電池
400kwh

充放電
制御

発電発電

断熱材

蓄熱用枠石

2階

1階

自然採光太陽熱集熱
自然通風

輻射空調は、省エネ効果の大幅な向上が図れ､かつ室内の快適性も確保できるなど、ZEBの実現につながる空調
技術です。当社の本社ビルや四国支店社屋では、当社開発の天井輻射空調システムを導入しています。

天井輻射空調システムとは

　輻射空調は、輻射効果を利用して建物から人へ直接、熱を伝える空調方式です。冷却管や冷却装置などで冷やされ
た天井から伝わる冷気によって、室内を均一に保ちます。冷気を吹き出して空気をかき混ぜることで室内温度を調整す
る一般的な空調に比べて、以下のようなメリットがあります。

建築計画と一体となり、自然エネルギーの最大利用による省エネ・創エネ技術を導入し、国内で初めてZEBを達成。
冬は暖かく、夏は涼しい、快適な環境も実現しています。

技術２

技術３

ZEBの実現を目指すVol.11

Pick up Technology
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※S-ラジシステムは清水建設株式会社の商標登録です。

冷気を吹き出すファンの電力が不要であるのに加え、シス
テム全体の運転効率が向上します。

●省エネルギー

ファンによる騒音がないため、静かな空間が実現できます。
●音が静か

輻射による熱伝達は不快な気流感がなく、室内環境の快
適性向上に寄与します。

●風を感じない

天井全体を均一に冷却することで部屋の隅々まで、そして、
天井から床まで温度ムラのない安定した環境が創造でき
ます。

●温度ムラがない
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